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N E W S C L I P

日建連、与党に公共事業予算の
拡充要望
日本建設業連合会（日建連）の押味至一
会長と蓮輪賢治、相川善郎両副会長ら幹
部は5月20日、木原稔官房長官と自民党
の鈴木俊一幹事長に、公共事業の当初予
算で規模の拡大を要望した。2025年度
補正予算と26年度当初予算の合計を上
回る予算規模を求めた。物価上昇を踏ま
えた実質事業量の確保も目指す。要望書
では、不安定な中東情勢が影響した原材
料費やエネルギーコストの上昇に触れ「こ
れまでの予算編成の延長線上では真に必
要な事業量を確保することは困難」と指摘
した。公共事業予算については、資機材
価格の高騰下でも必要なインフラ整備を
滞らせないため、「実質事業量」を維持で
きる規模を求めた。特に27年度予算で
は、前年度補正予算と26年度当初予算の
合計を上回る十分な額を確保するよう強く
要望。「新たな投資枠」の創設による「危
機管理投資」「成長投資」としての公共事
業を、当初予算で別枠確保することも訴
えた。単年度主義や補正予算依存を見直
し、当初予算段階で安定的な事業費を確
保することで、複数年度にわたる計画的な
インフラ投資を実現すべきだとした。

道建協幹部が会見、予算増額を
自治体含め要望
日本道路建設業協会（道建協）の石井敏
行新会長は、都内で5月20日に開いた総
会後に会見し、「90周年、100周年に向け
た新たなスタートの一年になる。安全で
豊かな国民の暮らしを支える道路インフラ
整備の一翼を担い、次の世代につないで
いく」と抱負を語った。2026年度の事業
方針では、積極的な公共投資への対応と
して、道路舗装予算の増額や物価高騰対
策で要望活動を展開する。中東情勢の影
響については、石井新会長は「アスファル
ト合材の製造販売コストも大幅に上昇し
ている」と懸念。適正価格での取引や高
騰分の工事価格への反映を政府与党や発
注機関に働き掛けると述べた。日本アス
ファルト合材協会や日本アスファルト乳剤
協会、日本改質アスファルト協会との連携
強化も表明した。道路舗装予算の増額に
向けては、原燃料費や人件費、輸送費など
の上昇分を十分に転嫁できず、「合材製造
部門の収支を圧迫している状況が続いて
いる」と指摘。アス合材の出荷量が激減し
ていることから、「今後の道路インフラ整

備や災害時の復旧対応にも大きく影響を
及ぼす」と警鐘を鳴らした。

日空衛・小島和人新会長が会見、
「大きな二つの課題」解決へ
日本空調衛生工事業協会（日空衛）の新
会長に就いた小島和人氏（高砂熱学工
業社長）が5月20日、都内で開いた総会
後に会見した。小島新会長は「私の役目
は各地の方々と手を取り合い、できること
をしっかりやって課題を解決していくこと
だ」と強調。地域の垣根や企業規模を越
え、「会員が一体となり、（空調設備工事
業の）ブランド力向上や省力化を進めた
い」と語った。「地域によって仕事量の濃
淡や人材の採用動向も異なる。きめ細か
く対応したい」とも話した。中東情勢につ
いては、会員企業から寄せられた課題な
どの情報を4月末、国土交通省に提供し
た。資機材の高騰や納入遅延は各社の
経営や円滑な施工に大きな影響を与える。
まずは情報の共有に力を注ぎ、不測の事
態が発生しても対応できるようにしていく。
総会では、技術・技能者の不足対策と施工
現場の生産性向上を「大きな二つの課題」
と強調。その上で「日空衛は47都道府県
の地域に根差した会員で構成されている
ことが特徴だ。課題解決に粘り強く取り
組みたい」との方針を示し、会員に協力を
呼び掛けた。

中東情勢閣僚会議／
一人親方、工務店の状況把握
政府は5月21日、中東情勢に関する関係
閣僚会議を開き、石油関連製品の供給を
巡って一人親方を含めた工務店の資材調
達と、塗料・シンナー・断熱材・塩ビ管・防
水関係などの建設資材の調達状況の実態
把握を強化する方針を確認した。対象を
順次拡大する。閣僚会議を受けて金子恭
之国土交通相は同省の幹部会議で仕入れ
や価格高騰の状況把握を確実に行うよう
指示した。金子国交相の対応は高市早苗
首相の指示を受けた措置。閣僚会議で高
市首相は、正確な情報発信と川上から川
下への流通過程の実態把握、目詰まりの
解消に全力で取り組むよう閣僚に求めた。
閣僚会議で国交省は、建設・住宅資材につ
いて関係省庁と関係団体が連携した情報
収集・共有を行っており、目詰まりの解消と
需給の正常化に向けた取り組みを働き掛
けていることを報告した。一人親方に対し
ても、全国建設労働組合総連合の地方組

織と国交省地方整備局などが調達・供給
の状況をプッシュ型で把握する仕組みを
構築し、対応する方針を説明した。小規模
工事を行っている中小工務店、一人親方
の調達が「困難となる傾向」とも報告した。

道路分野の脱炭素進展、
占用許可基準緩和など後押し
改正道路法に基づく道路分野の脱炭素化
が本格化している。国土交通省によると、
北海道開発局と沖縄総合事務局、全地方
整備局、高速道路会社が「道路脱炭素化
推進計画」を策定。自治体でも14県、20
市町村が計画をまとめている。道路空間
を活用した再生可能エネルギー導入や省
エネルギー設備の整備が各地で進めば、
道路関連分野の二酸化炭素（CO2）排出
量を抑えることにつながる。背景には気
候変動に伴う自然災害の激甚化や頻発化
がある。国交省が2025年10月に発行した
「道路分野の脱炭素化政策集バージョン
2.0」によると、道路関連分野のCO2排出
量は国内全体の約18％を占めている。政
府は道路の整備や利用、管理などの段階
で脱炭素に関連する取り組みを加速。国
交省は30年度に13年度比46％削減、40
年度で73％削減を目指している。

災害時に建機位置情報共有、自治
体含む迅速対応生かす
国土交通省は、災害発生時に建設機械
の位置情報を国や地方自治体が共有で
きるシステムを構築する。道路啓開や復
旧作業といった初動対応の際、近隣にあ
る建機をリアルタイムで一元的に把握で
きるなどの効果を期待する。国交省に位
置情報を送るシステムとして2025年に試
行導入したが、より幅広い活用に向け新
総合防災情報システム（SOBO－WEB）
と27年度までに連携し、全国の行政機関
が把握可能とする。日本建設機械施工協
会（JCMA）を通じ、事前にデータの共有
に同意した建設会社約1,800社が保有す
る建機の位置情報を集約する。国交省と
災害協定を締結している日本建設業連合
会（日建連）と全国建設業協会（全建）地
方支部の会員から賛同者を得た。各メー
カーが保有する個々の建機の「テレマティ
クスデータ」を活用する。位置情報に加
え、機種や型式、バケット容量も把握でき
る。現時点では▽コマツ▽キャタピラー
ジャパン▽コベルコ建機▽日立建機－の4
社の建機からデータを提供してもらう。
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EVENT NEW PRODUCTS

＊情報提供・詳細は、建築情報サイト https：//www.kenchiku.co.jp　　＊新製品の資料請求は54頁をご参照ください。

マリメッコ展 模様のちから
概要　マリメッコの創業者であるアルミ・ラティア
の言葉を手がかりに、様々な年代のドレスやアー
トワーク、ファブリックを通じて、マリメッコの創造
の美学、また継承されるプリントメイキングの技に
多角的な視点から光を当てる
◎京都会場
会期　7月4日（土）～9月6日（日）、10:00〜18:00
（月曜、祝日の場合は開館、翌平日休館）
会場・問合せ　京都文化博物館 4・3F展示室
京都府京都市中京区三条高倉
tel 075-222-0888（代表）
◎東京会場
会期　10月3日（土）～12月20日（日）、10:00〜18:00
（月曜、祝日の場合は開館、翌平日休館）
会場・問合せ　東京都庭園美術館（本館＋新館）
東京都港区白金台5-21-9
tel 050-5541-8600（ハローダイヤル）
https://marimekko-ex2026-2028.jp/

第2回「Visional City Design 
Competition」
概要　第1回で応募があった様々な提案を通して
私たちは、都市の「影」を単なる課題として処理す
るのではなく、そこに潜む構造を見つめ直し、新た
な出口を構想することの意義をあらためて認識。
その思いから第2回となる本年も引き続き「Exit of 
DYSTOPIA #2（ディストピアの出口 #2）」をテー
マにコンペティションを開催
エントリー受付　7月31日（金）まで
作品提出締切日　8月31日（月）
応募フォーム　https://triad.tayori.com/f/vcdc-
entry2026
審査員　藤本壮介、千石あや、田中仁、白木夏子、
谷尻誠、津川恵理、齋藤精一、武藤弥
賞　最優秀賞（1点）300万円、優秀賞（2点）100
万円、特別賞（最大3点）50万円
主催　（株）TRIAD
問合せ　Visional City Design Competition 事務局
https://triad.tayori.com/f/vcdc-inquiry/
https://triad.company/vcdc

ジョージ・ナカシマの造形 
―木の声を聴く―
概要　ナカシマがおよそ30年かけて家族と共に
築き上げた仕事と生活の場「ジョージ・ナカシマ・
ウッドワーカーズ」をはじめとする、建築の仕事に
光を当てる
会期　7月3日（金）～10月15日（木）、10:00〜18:00
（土曜、最終日は17:00まで、7/3は19:00まで夜間
開館、日・祝日、8/8〜16まで休館）
入場料　無料
会場・問合せ　GALLERY A4（ギャラリーエークワッド）
東京都江東区新砂1-1-1 竹中工務店東京本店1F
tel 03-6660-6011
gallery_PR@a-quad.jp
https://www.a-quad.jp/exhibitions/134/
index.html

東京都美術館開館100周年記念
この場所の風景 
―上野・大牟田・ブエノスアイレス
概要　多種多様なひとびとが集った上野そして東
京都美術館の100年と、そこから遠くはなれた土
地で、個人の膨大な熱量によって繰り広げられた
創作の営みとを並行してたどる
会期　7月23日（木）～10月7日（水）、9:30〜17:30
（金曜は9:30〜20:00、月曜、ただし8/10、9/21は開室）
観覧料　一般1,200円
会場　東京都美術館 ギャラリーA・B・C
東京都台東区上野公園8-36
tel 03-3823-6921
https://www.tobikan.jp/viewsofthisplace/

ブロリアート・トラヴェルソがデザインした円形
テーブル「ピエダテール」は社交的スタイルの集大
成として生まれたコレクション。幾何学的なフォル
ムを魅力的な建築的存在へと昇華させているのは
リサイクル大理石を素材に用いたバラスト（＝錘）。
この力強い要素がテーブルの基部を支え、グラ
フィカルで彫刻的なスタイルを生み出している。あ
らゆる空間で存在感を放ち、見る人の心を瞬時に
惹きつける確かなスタイルをもたらすテーブル。

家具
「PIED-À-TERRE （ピエダテール）」 
幾何学的で、彫刻的、そしてミニマル

Magis Japan/マジス ジャパン
tel 03-3405-6050
https://magisjapan.com

インヴィエラ ビルトイン冷蔵庫は、空間に溶け込む
ノイズレスな外観と、一般家庭でも導入しやすい価
格帯を両立したモデル。冷凍冷蔵の2ドアタイプ
に加え、冷蔵庫と冷凍庫を独立して設置できるサイ
ドバイサイドタイプも揃え、くらし方に合わせた柔
軟な組み合わせが可能。ビルトイン冷蔵庫本体の
みを提供する仕様としており、冷蔵庫扉を含む外
側の面材（仕上げ材）は付属しておりません。外
装デザインはすべて設置現場でご選定いただく形
式のため、キッチン空間のテイストや設計コンセプ
トに合わせた最適な造作が可能。2026年秋以降
には、当社オリジナルのキッチン収納にビルトイン
できるモデルの展開を予定しており、冷蔵庫その
ものを家具と一体化させたより高度な空間設計が
可能になる。価格は138,000円（税込）〜。

冷蔵庫

「インヴィエラ ビルトイン冷蔵庫」 
ミラタップ初の家電ブランド

（株）ミラタップ
tel 06-6359-4772
https://info.miratap.co.jp

深い「落ち着き」と前向きな「活力」を両立。空間
を心地よく彩る新作タイル12シリーズが登場。大
地の豊かさを感じさせるブラウンなどを基調とした
タイルは、視界に優しく馴染み、空間に「Calm（落
ち着き）」の土台を作る。そこに、水の流れや熟し
た果実など生命の動きを表現するカラーやテクス
チャーを「Vitality（活力）」として重ね合わせるの
が、Maristoが提案したいスタイル。住宅から商
業施設まで、現代人が求める心地よい空間づくり
に貢献するタイルを提案している。

タイル
「Maristo Tile Collection2026/27」
空間を心地よく彩る 
新作タイル 12シリーズが新登場

（株）Maristo
tel 03-5573-9202
https://www.maristo.jp

Still（スティル）は、AmbientecのロングセラーXtal
（クリスタル）の美学と構造を継承した新モデル。ク
リスタルガラスの質感を際立たせるシンプルなフォ
ルムと、積層されたクリアガラスとカラーガラスのコ
ンビネーションが生み出す光彩のグラデーションが
特徴。使用されるガラスは、クリアガラスが2層と
カラーガラスであるアンバー1層の3層を、精度高
く貼り合わせた透明度の高い特別な積層ガラスで
す。素材の内部から柔らかく灯る光の奥行きと、穏
やかな色の変化が生まれ、昼夜を問わず一様では
ない表情を楽しめる。価格は46,200円（税込）。

ポータブル照明

新作ポータブルランプ 
「Still （スティル）」発売

（株）アンビエンテック
tel 045-441-0082
https://ambientec.co.jp

Photoby Yuri Takada

TV1270（Φ125×125-175 H74㎝） レンガ

TV1240（Φ120×H74㎝） レンガ
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